
176.膳所焼の 2大窯(大江窯・

国分窯)について

1.はじめに

j!i:刊:lìíjJUI 、 i会 Jむな1i~附として茶人に愛好された膳所

総は、令['Ii[(I(Jにイf名な別1:陶でめる。しかし、作品の美

術的研究がi.ffiんでいるわりには、烈湖、の所布地、芸濃の

規脱、 J形態1手不19J1j:・点が多かった。

脈所t~の:匁 11 、 itfilllll l をはさんで大江潔 ・ 国分然の

2 :焦があり、大il:燃は、 I1持1計検のI)ij身といわれるj傾凹

角誌の生産された匁とむいわhていた。

f'iil分;お跡{卓、近年屯j也j&成のため鎌土下にJc'l!.没した

が、 ~~I:tI，狗ff.はおこなわれず、 J山 Jl:の郷土史家が表録

した陶)'，・(コンテナ 2 紡)が仏~t!1!.文センターに銭され

ているのみである.

大江弐~b 、近年rlj道拡仮工・I~の際、~体の大部分が

削リ取ら lt 、攻作の;慢の1.:~帝都カJわずかに残り 、 周辺

に実逃よLの小)~が、散乱しているような状況である。

ノド小々では、この 2:?lについて、~.Nられた資料の中で

はあるが紹介してゆきたいと思う.

2.熊跡の位置

同分:償制:

[11[分気制'1;1、ム:iItlli [rl分一丁Ilに所不正する。 設祭tl鋤跡持亦:1は主

P以fl~..!ぷk半::<訂i l山1 1 ，\'行"γJ

つ<i'ら.、)tれtている)の1州比川.jf官側11山川11抑|リ事糾.干十lげω(1ω'IIの1干下、にf'l!.没している。 制

)'(を採集した郷.十'，lt'.ぶによ ると、 lO{ドliijl;)iまでは附l'i・

ゃ:~目立~.~がlix ，r;L していたが、 j!i:'ol'. 、 消 i也の一部iを J'tiめ

也:ててIt:'むj立!ぷをおよな ったため、:?l湖、 ，~O/)Jポと b'二

J'I1.没してしま ったそうて。ある。

捻~~li ，i1i4 慌がおこなわれていなかったため、;?lーの士見絞

(i不19-1であるが、?千の料ldIを平I)mしてつくられた登黙

であったと氾Lわれる。

大江;匁跡

大江:繁勝{主、 i傾ru大江町に所.{tするo .喫跡t立、若松

神社のJ(lf勾のi+iの利融iを和1mしてつくられている.

若松和Htの社務liJi"のi+4漢に稲{jf社がある。この布i荷

III孟I党内で角J(L t1. ì~.~ カザ':j 、‘・ ζ の南側に隣接して、空慢

の故上部の訟の:宍1:，1'カ・見られる.'気t授の周辺にはサヤ

鉢、ツクなどの;fniElLヵe欣百Lしでいる.

:脅迫HIi、 ~11~tのある丘陵の商問問の悩部あたリに

N 0， 150 

も散乱している。

地元の人の，;，1iによると、 1)削iJl1.、 i食の残i1室がはっき

リPえって必リ、 li:隙のlti，1可Hj!i:から、桁術~I:の i特へJíïJ

って r~ っていたそうである.そうなると:方~U50I11 j!i: 1 、

弦楽であったことになる。

近年、神社の'11:)むする li:1唆を取り |柱|むiliiilの改修工

・ J~がおこなわれ、 その|粉 、 m!lwのある刈'1(11 b 1~IJ り取ら

れてしまい、 ln 'ú: て寸止、f.i!l~:の m肢がわからなくなっ

てしまった。また.:r.・)';11"に多くの;潟迫只が出土してい

たらしいが、その所イ1:は~<不11)1 である 。

3.出土遺物

国分:喫

国分浅からは、熊i立Hと製品合わせて、コンテナ 2

箱が出土している.その中で災iWl可能なむのをできる

かぎりJfj(リ lニIfてみた.

サヤ鉢li、18例ILU:している oLl後12.6cm、おさ11.8

cmのもの(6). n 後17.4cm、向き 7.2cmの Lの(11). 

口径22cm、iujさ12cmのもの(13)0口径21.4cm、向き 10.4

cmのむの(14).ロ後22cm、向き 8cmのむの(15)がある。

( 6 )と 1，;)じれ19::の法:えのむのとして (1、2、3、

4 )、(11)と同じれ伐の法1えのむのとして(10)、(15)と

同じ絞J支の法ぷのものとして (16、17、18)がある。

サヤ鉢のうち 1、2、3、10などは、!応部に給状の

「ツク J (別級iワドチ)が(.J'IIVfしている。 1I主、ツクの

第 l図遺跡位置図
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大きさと下IhIの事IlrE'U{から、作状のトチンのj二lニツク

を殺せて、そのよにサヤ~をむいたものと忠われる。

2、3、101J:， lir: ì~都外tま lニツクがH.ff しており、また

l;i1Iiの11111-長浜から、下にサヤ鉢が，f(ねられていたこと

が分かる o 31孟、は込みにぶ入のほ泌がi1ばfし、底部

外I{IIには、 ドのサヤ鉢に入っていた茶入の口t安部が{寸
治しているo (6)とI，;jじ法;止のむのには 、茶入を入れ

ていた IIff~刊:が。:.Ji い 16、8Q)ようにU主主に ツクが付

lji(しているものもある.

19-20、32はサヤ鉢の必と忠われるものである。 19

1:1凶l(rIに自R長治Irが十j'.flしており、 凸I(Oには、 l仏向白句H寸の口

紋と忠、わJれLるlげ爪1，引((係奈 9.0c:側mf'，¥)

{はま、 r~':j 台{・l'の茶人J の jf:jtì とみられる i~~ ~'o:í ff{がある 。

20は(lhjr(rIとも1'1然治hの十J'i，'iがみられなも、。空気抜きと

忠、われる小イしが穿たれているo 211J:/j、形のおである庁、

このす託に凡イ干うサヤ吉本l主、かなり小さな Lのになって

しまう。ハマ(サヤf-tq付て'''~''IIII を i泣くれ)のようなも

のかむしれないo 22は、非常に興味深い議である。?iS

入の l応部が l つ i従 ~VI している o '1'心で 4等分したとこ

ろイf隙にむ$1d'lhが{・1・ねしておリ、この1，tの上に 4つの

茶入が，1をせらilていたことカf分かる.この誌は内外}而

とむに1'1然治bカ;IHiしていないことから、下のサヤ鉢

の越となり、.1:にはサヤ鉢を伏せて峨せていたことが

分かるo 3のように lつのサヤ鉢に茶入を lつ入れる

例とと Lに、 4つ入れる伊jもあることになる。 32は、

19と形態か似ているか、 r.J.jl(Uにモミ泌か多〈見られる.

凹I(IIにn然frtlか{.t~vr して j; り、 r'lIf1iには ILcmねて11Eの給

状のl!!lみがある.

25-3111、ツク(5)lj.ff，、ワドチ)である。 27は、平均

なl(rIIニ，、十レスナが礼，')uゐニ Eから、サヤ鉢内に裂

1111をj;'，'< 11.';のfi1:々 勺たむので、その大与さから茶碗

のれでんろうと 6・えられる内 25・261.1.、人:きさと 、糸

ω リ 1Ú カ内'i\1;'lj: さ üている 点から、ぶ人めず;にまちカ(~‘

ない。 AE入のほと仰する I(IIい{止 、ハナレズナがはられ

る。28-311よ、サヤ鉢令市ねる11.¥;やサヤ鉢にみをする

1I .'f に rつなき.1い IIj~ 、られたむので、 28-301，1: 、，r(作

20cm大の人・さなもの、 311立、 15clII!:J.ドのむのにJ11~、ら

I.l たのだろうの 281立ツ?を2l'~にしている。サヤj~の

'1'にへilる裂仏が大さい均介、ツクに tリサヤ鉢のsfJj

さをカサ卜.げして，刈 ".11~宅したニと L あったと ，\Y. われる。

以上の$;立只IJ;、いずれむ1，司じ土でつくられている.

胎土11後であるか、長石を多〈含む、長石はやや溶け

かけている.色?泌はに ..i:い.cri!!.である.

製品には、茶碗、茶入、犯;・鉢、向f・j、銀などがある。

茶碗のうち、 331.t 鉄高I!Q)半向者~9誌で、口付端部に灰秘

を蛋ねがけしているo 34-36は、 U持のrm<茶碗でい

ずれも欽利をかけるが、 34、351:1n紋立当部に灰秘をA
iJ.がけしているo 37、381i灰励の-'r.茶碗で、事!J{1湾総

に発色しi・1入がある.39む!民病IJの似iであるo 401ま I当 ~11，

の磁iで、ハリヒンの泌が3~I~r比込みにある.

41-46は茶人であるo 41li、鉄拘Irを1，4i鴻と体総に部

分的に流しがけし、そのi':lS分をさけて販制をかけてい

る。形11Ji1付である.欽利lの色l孟、 AE俄{共々茶色で光

il~があるが、 461走、 i炎制色のあめ利iである.茶碗 ・ 茶

入ともよく水Eをされた鍛秘なす:て¥硬く焼きしまって

いる.色調Ii位灰色である.

47-54は、名:iU;である AE陶の1I持所;熊で縫2誌の七ii-鉢

を焼成しているのは立外な会({，するが、鍋}:，~i帯ヤρ'な

どでも、熱砂IJi干.がよく、総 1'.りのよいZE:釈中央部の一

室のみに高級品を人tl、 ヒドのえ{でli雄日与を焼いてい

る。また越 ，jír~ (訟でら 、焼成i:，~J交の 1'，らない;1J尻の宅
には、安{i1lj な ~i1ì'鉢を入札ている 191j があり、 1I持所然(開

第 2図 国介軍属イ立憶図
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第 6図 図介祭出土製品

分;黛)でも?iSf勾と雑慌を問時に続いていたのであろう。 れる非常に特徴的なもので、日本の他。〉産jむの撒鉢に

指針ぺま口絵熱唱法サト反し、肥厚するもの(47、48、52)、 はJ.!.られないむのである。また54の|勾f(ljr..: l;t、絞成の

口総端部内iitIに問総を持句 、l犯!字するもの(51)の 2?' I祭l乱しm.ねした際司白浜があ る。術鉢のj除土は 、茶碗・

イブがあ リ、 t，li'日1;):、3本か 5本一単位で単位ごとの 請を入のj治二上に長行がわずかに?1t入し、 比べるとやや相

i間陥が、口縁宮11では広くなっているが、底部近くに令 いかな と思わせる総伎のもので、色澗等はよく似てい

ると箱、になる。また 見込みの指日は、会部約和子を入 る。これがもうすこし継くなるとサヤ鉢のJl台土になる。

自紬向付(56)鉄総

土・灰紬盤(59・60)
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に.lJI.われる"81叶:匁仇l と{副止

品について触れて必きたい。

文献に絡所織の名前が初

めてあらわれるのはア本光

向附 ~J .iむの'fl永61f.(1629)
9 J126Uの条で:f1J米物とし

て、 「せ 、やきちゃわんJ

のr.がみえる。しかし 、腕

所焼の前身と忠われるi制圧l

地の1'.1よ、 JL;千日 2il' (1616 

年)の『駿J~H制l分物御i立u

般』に犯さ hた「勢mt.it蛍」

をtJJめとし、元利から J~/Ì<

にかけて 、i紙w械の有E入や

7)< J行が茶会HG"~\;'こ I\x.\.!. され

る。延.IC 6 {Io (1678 {ド)に

脈所をおとずれたよ{!i.L己土

焼の陶工、.f'~ilLl 久イf術門の

旅IJ.1己r.I'.ii1Jl久111:U門汀.戸
日記』によると、 nR所焼{主、

「よくは」と「大il:J で続

いて必リ、 「こくはJ の総

T'のr，I1*介、 r大江」の

焼Fの1'，11太郎左衛門であ

るという、さらに、「大Iし

%は、太郎J.ii:ii門のぢい{

第 7図 大江窯出土窯道具 Hl父)のころから焼成をつ

56は、鉄絵で文-織を怖さ、1'1+111をかけて焼いた向付 づけているということで、党II<if.ltaに文献に登場する

である。 i!頼回焼 l立大江然でやかれていた可能性カ:~'~\r、。

57は、鉄清hのJ誌である。ニのfllll主Jl;'ii¥'に，'.1.¥<、館所 次にlid!.t品については、問分:熊製AhとY.li似するむの

;肢の {z.;'III: ，fi，に上くある色.~.~である。 も何点かみられる。欽fll1の 1'.に灰1111をかけて変化を .'L¥

5811、病11が十分とけなかったか、二次総成をうけた して見所にする.'.').， j二が級術でうずづくりのの:なども

鉢である。おそらく以午'111のらのであろう。

59、6011、1夜織の燃である。 i!日.J'のみ泌Jlfiである。

59は、 11紋以外IHIIIがよくとけていない。 Illij方とも1T

入があリ、相11は37-39とまったく I'IJじである。 591立、

板状の;気迫れが{、J';{'iしている。

大江主活

大江~/lj土6171 は、:匁illHのみである.サヤ鉢には口

径18.5師、内さ7.5cmのむの(1)と口径18cm、おさ11.3

仰のもの(2 )と 2つのタメプがあるようである。(4 ) 

11、 l、2よリ ni予がやや小さいものであるが、縦の

おIJ13を紛iiこで補修して使朋しているo 5と6は板状の

~道具である o 611、J¥-I(ljにツクが給状に付治してい

る。これらは、;祭l本-において、サヤ鉢を載せる焼台と

忽われる.船上11、Ifl分:恨のむのよりやや*Ilい.

4.おわりに

国分:然と大江:慢について~必を記してきたが、文献

多くの {k山-lfJt と J~;泊している.

(侃JI[ 正宏)

1'1' 

① r鍬};;jr'昨窯とその!河辺 .trIfilll&;lTJ:))i J f)t7J盟

市郷土研究会 1984. 

② U{j和63年J支に組前;匁のi減伐を釘こな った小型f1ビJ政

氏(図工L肢史TWH.'j.物館)より {.iJった.

③ 目善所両足の記・1&された文!被と伝lll:，w，については、河

原正彦 Fi丘江のやさむの j1i:1止の動1:') J (日本や

きもの集成6 j!í:~ 1 )・1<凡社1981年の一部を慨述

させていただいた.

J!{ ノドィ、論をfA"i'tするにあたり、若徐神社宮司校舎i二

滋一、制滋ri県文化I!.r保ぬ協会ix{i~ilt f-，池ぶ

ひろみ、 i平岡本、 i守rn!，ιの必氏のご協力をうけた.

記して，，1)1立を示したい.
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